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して示すのが便利で、あるので，得られた相関係数の 2 乗和の平均を均等度指数(l'omogeneity index) 
と名づけて左室壁運動の定量的な評価の一指標とした。












0.717 ，拡張期; 0.786) と差はみられなかった。心筋硬塞症(収縮期 ;0.393，拡張期;0 .367) ，僧帽
弁狭窄症例(収縮期 ;0.552 ，拡張期; 0.500) では健常に比し低値を示した。
均等度指数と血行動態諸量との関係では本指標は駆出率( EF) と最もよい相関(r =0.78) を示し，次








標と血行動態諸量との対比では駆出率， mean Vcf と関連深い指標であることが分った。ただ本指標
は従来より用いられている血行動態諸量とは異り，壁運動そのものの定量的な指標であり，従来より
用いられている血行動態諸量に加えて本指標を用いることにより総合的な心機能の評価が可能となる。
論文の審査結果の要旨
本研究はシネアンギオより左室壁運動の定量的評価を目的としたもので，従来より評価の困難とさ
-194-
れていた壁運動の定量的な評価を可能ならじめた。従来からの心機能の指標に加えて本研究で新たに
提唱した指標を用いることにより各種心疾患での総合的な心機能評価の途を聞いたもので，本研究は
医学博士の学位を授与するに値すると判断した。
